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主　な
掲載内容

＜ 2・3面 ＞ 地震その時 火災を防ぐために　地域の防災力を高める！［防災訓練／身近な防災用具を確認しよう］
＜   4面   ＞ 地震に備えて室内を安全に！　9月9日は救急の日　防火標語・救急標語募集
　　　　　　Miniコラム　プレゼントコーナー
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首都直下地震　東京では…

（財団法人 日本消防協会「阪神・淡路大震災誌」災害現場からの声抜粋要約）

　首都東京では、首都直下地震や

東海地震などの発生が危惧されて

います。東京湾北部地震（M7.3）が

発生した場合は、最大約9,700人

の死者が発生する可能性があり、そ

の４割以上が火災により亡くなると

想定されています。

　また、東京消防庁の算出による、

「地震時における地域の延焼危険

度」（右図）※　では、ランクが高い地域

ほど、燃え広がる危険度が高く、長

時間燃え続ける可能性があります。

　延焼する危険が高い理由として

は、幅の広い道路が少ないことや

木造住宅などの密集地域が大きく広がっていることがあげら

れます。

　まずは火災を起こさないことが大事ですが、もし火が出た

場合は、住民のみなさんが協力して、火が小さいうちに素早

く初期消火を行うことで、被害を最小限にとどめることができ

ます。そのためには、地域で行う防災訓練がとても大切です。

※東京都の地震時における地域別延焼危険度測定(第8回)平成24年3月＜東京消防庁＞
　より。詳しくは東京消防庁ホームページ「防災トピックス」に掲載しています。

をくくりつけ、一人が中の水をすくい次々にバケツを渡し

ていったのが、やがてバケツリレーとなったのでした。

　最初は５～６人で始めた作業も最後は総勢２００人ほ

どになりました。その中には既に

自宅を焼け出された人や町会とは

縁もゆかりもない人もいて力を貸し

てくれました。

　こうした人と人の結びつきが

あったからこそ、非常に初歩的な

バケツリレーであの大火に立ち向

かうことができたのだと思います。

　火の手が迫り、なす術もなくただ燃え広がる炎を眺め

ているだけでした。

　しかし、このままではいけない。倒壊した家屋の下に

は、まだ埋まっている人もいます。何とかしなければ。そん

な気持ちが町内の住民の中に広がり、「自分たちでこの

火事を何とかしよう」とみんなの気持ちが一つになったよ

うでした。

　水道管も被害を受けて、消火栓をひねっても水は出ま

せんでした。誰かの声で近くに防火水槽があることに気づ

き、重いふたをこじ開けると水が入っていました。住民が

それぞれバケツなどを持って集まり、ロープの先にバケツ

阪神・淡路大震災　ー神戸市内自治会役員の声ー

東京都の地震時における地域の延焼危険度（町丁目単位）東京都の地震時における地域の延焼危険度（町丁目単位）
町丁目内に１件の建物火災が発生した場合の、６時間後の燃え広がりの危険度をランクにして表示
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